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1. はじめに 

分子性ガス特有の放電への理解を深めるために，
その代表例である窒素プラズマの特性を調べること
は重要である．誘導結合プラズマは半導体エッチ
ングをはじめとするプラズマプロセスに応用されて
おり，ガス温度に近似される回転温度の空間分布
を把握する必要がある．本研究では，トモグラフィッ
ク発光分光計測により窒素プラズマ中のN2(1PS，
2PS)およびN2

+(1NS)励起状態の振動温度Tv・回転
温度Trの空間分布を求め、ガス温度や電磁界分布
による影響を議論することを目的とした． 

2. 実験 

図 1 に本研究に用いた誘導結合プラズマ装置(チ
ャンバ内寸 φ354×H193 mm，発振周波数 13.56 

MHz)を示す．圧力 1 Pa，投入電力 300 W で窒素
プラズマを生成した．レンズ付きファイバをチャンバ
側面窓の外側に 8 本，上面窓の外側に 10 本の計
18 本配置し，マルチチャネル分光器（堀場製作所
製，M116）により窓面における分光放射輝度を測
定した． 

 

図 1．誘導結合プラズマ装置 

3. 解析 

本研究では，再構築法プログラム[1]を改良したトモ
グラフィ解析プログラムにより，分光放射輝度から，
分光放出係数の空間分布を求めた．さらに，Tv，Tr

を入力パラメータとして理論スペクトルを計算し、実
験で得られたスペクトルとフィッティング[2][3]すること
で，2PS(370-385 nm)，1NS(410-430 nm)，1PS(635-

655 nm)における Tv，Trを決定した． 

4. 結果と考察 

図 2 に 2PS，1PS，1NS の Trの空間分布を示す．
2PS，1PS では，y 軸(チャンバ直径)負から正方向
につれて Trが上昇した．これは-y 側にガス導入口
が位置する装置構造に起因すると考察した．1NS

では y 軸中心から外側につれて Trが減少した．こ
れは，上面窓直下における電磁界分布との相関を
呈しており，イオンの運動が回転温度情報に反映
されていると考察した．本予稿では， Tv の空間分
布は割愛するが，講演にて論ずる． 

 

図 2．2PS，1PS，1NSの Tr空間分布 
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